
決算書掲載頁　P125
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在宅福祉の向上、健康づくり、地域福祉に係わる人材の確保、育成等の高齢者福祉の推進に資するため、長寿ふれあ
い基金を設置し、その運用益を活用し、事業を実施する。

基金の適切な管理と有効活用の推進
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適正に事業を実施できたため。
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基金の適切な管理と運用益の有効活用を図り、高齢者福祉を推進する。
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所管課

地域社会の中で展開される地域福祉団体や、住民の自主的な地域福祉活動などを支援することにより、高齢者福祉の
推進に資する地域での福祉活動などを推進する。
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直営 平成5年度 河内長野市長寿ふれ愛活動助成金交付要綱

本市内に事務所を有する法人又は法人格を有しない団体（原則としてボランティア
団体又は地域福祉団体として活動実績のあるもの）

今後とも適正な事業の実施に努める。

A A B

一般財源

752355

397

0

0.05

0.00

0

0

0

355

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

地域の高齢者福祉の向上を図るため、長寿ふれあい基金の運用益を活用し、本市のボランティア団体等に活動助成金
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事業：長寿ふれあい基金事業                                

１．長寿ふれあい基金事業 

生きがいとふれあいのある思いやりに満ちた長寿社会を目指して、平成 3年 12月に設置している「河内長野市長

寿ふれあい基金」は、在宅福祉の向上、健康づくり、地域福祉にかかわる人材の確保、育成等の高齢者福祉の推進

に資するため、その運用益を活用して、在宅老人介護支援金給付事業及び長寿ふれ愛活動助成事業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細事業：長寿ふれあい活動助成事業                             

１．長寿ふれあい活動助成事業 

高齢者福祉の推進に資する市民の地域福祉活動の振興を図るため、それらの活動をおこなった団体に対して助成

金を交付した。 

交付対象数    4 団体        助成金     355,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


